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　日本国憲法の前文は「日本国民は‥」で始まり、「われら」は
７回登場します。この「われら」は日本国の国民を表し、主権者
である「われら」がこの憲法を作り確定したと宣言しています。
　一方自民党改憲草案の前文は「日本国は‥」で始まっていて、
私たち国民は主語から外され、国つまり国家が主語へと変わって
います。
　改憲草案の前文を見てみましょう。「日本国は、長い歴史と固
有の文化を持ち、国民統合の象徴である天皇を戴く国家であって
‥‥」「日本国民は‥‥国家を形成する」そして「我々は‥‥国
を成長させる」さらには「日本国民は‥‥国家を末永く子孫に継
承する」というように、国のために私たちがいるような書きっぷ
りになっています。
　さらっと読むともっともらしく感じてしまいますが、そこに貫
かれているのは、「国」を主とし、私たち「われら」を従へと関
係をひっくり返そうとする考えなのです。さらに現憲法には無い
「元首」を設け、ここに「天皇」を据えようとすることも盛込も
うとしています。自民党に、一世紀も前の社会に引き戻させない
よう、われら主権者はしっかりしないと。

前文の「われら」を考えてみよう
私たちの憲法シリーズ
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　日本が敗戦を受け入れてから７６年が経過し
ました。新たに制定した憲法は再び戦争をしな
いとし、国際社会には平和国家を目指すと訴え
認められてきました。
　今年も広島、長崎に落とされた原子爆弾によ
る悲惨な光景を決して忘れないことを誓う日が
やってきました。８月６日また９日には私たち
が今やらなければならないことが改めて提起さ
れました。広島、長崎両市長は平和宣言のなか
で、今年１月に発効した国連核禁止条約が、わ
が国会に於いても批准されることを強く求める
との意見を表明されました。すでに国連加盟５
５か国は批准しており、唯一の被爆国である日
本の批准を待っています。来年３月には第１回
締約国会議が予定されいて、日本のオブザー
バー参加も期待されています。

　ところが日本国政府はこの条約の批准には否
定的で、逆に核保有国に同調する方針を示して
います。核における世界情勢を観てみると、近
年の中国の存在は無視できず、日本を含む西側
諸国は台湾有事を想定し、中国包囲網を敷きつ
つあります。これに対し中国、ロシアも共同軍

事訓練を行うなどして新たな冷戦を感じさせ
ます。またアフガニスタン、ミャンマー、イ
ラン、イスラエルなどの中東地域は一触即発
の様相を呈しています。

　このような中、核保有国は核の縮少どころか
新たな核戦略を構築しています。核保有国と歩
を一つにする日本政府の考えは、核による悲劇
を再び繰り返すことになるのではないかと強く
懸念します。政府の言い分は抑止力のため核の
傘が必要ということですが、核の傘がいつまで
も有効とは思えず、その時は日本も核武装する
ことが必要とする考えも生まれてきてしまいま
す。現に主張する政治家、評論家がいます。

　私たちはいま一度世界の情勢を考え核兵器の
廃絶が必要であることを追求し、困難でもより
平和な世界の構築に向けて頑張るしかありませ
ん。７月に日本世論調査会が行った平和世論調
査では核禁止条約に参加すべきだの声は７１％
に達しました。批准を支持する世論の高まりは
被爆地の願いでもあります。私たちは憲法にて
らして、核禁止条約の批准こそが憲法九条理念
の実現と捉えます。

よく祭りの後のさびしさなどと言われますが、
今回の場合は、さびしさだけでは済まないよう
です。大会前から問題が続出し、何よりもこの
コロナ禍の緊急事態宣言の中での開催は異常と
いうほかないと思います。
なぜこれほどまでしてオリンピックを開催し
なければならないのか、そこには利権が絡んで
いるようです。報道によるとこのオリンピック
の放映権料等としてIOCに１３００億ほどが
入ってくるそうです。IOCはいったいこのお金
をどのように使おうと言うのでしょうか。

　　　　　一方、菅首相はこのオリンピック
　　　　開催を秋にある総選挙を有利にした
い思惑があるようです。又、開催都市は過剰
な設備投資をして今後はこの施設管理運営費も
かかってきます。財政力のある東京都でもかな
りの負担になる事は間違いありません。
　開会式のバッハ会長の挨拶は中々立派な挨
拶に見えましたが、この様な利権の話を知る
とがっかりです。多額の税金を使い国民の命
よりもオリンピックを大事にする政権はそろ
そろ退陣して頂きたいものです。
　　　　　　　　　　　　　　　幸丸　悟
　

オリンピックが終わって
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